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　9月18日、山口県消防学校において「第57回山口県消防操法
大会」及び「第28回山口県女性消防操法大会」が開催され、第
1分団（和木）が応急操法自動車ポンプの部に出場し、堂々の大
会優勝（8回目）、団本部女性団員は軽可搬ポンプ基本操法の部
に出場し、準優勝の成績を修めました。
　町内に火災等の災害が発生した場合は、町民の皆さんの生命
と財産をしっかりと守りますのでご安心ください！

山口県消防操法大会開催



ま
ち
の
話
題

平
成
22
年
第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会

報
告
第
９
号
【
承
認
】

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
10
号
【
承
認
】

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
11
号
【
承
認
】

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
12
号
【
承
認
】

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

報
告
第
13
号
【
承
認
】

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

同
意
第
１
号
【
承
認
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○説
教
育
委
員
に
森
川
暎
子
さ
ん
を
任
命
す
る

も
の

認
定
第
１
号
【
承
認
】

平
成
21
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
28
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

議
案
第
29
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
30
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

堀
田
ア
サ
子
さ
ん
、
宮
本
綾
子
さ
ん
、

岡
本
キ
ヨ
コ
さ
ん
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と

し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

堀
田
さ
ん
、
宮
本
さ
ん
、
岡
本
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

議
案
第
31
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
32
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
33
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
34
号
【
可
決
】

緑
ヶ
丘
住
宅
新
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

議
案
第
35
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

発
議
第
２
号
【
可
決
】

　

和
木
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

陳
情
第
１
号
【
採
択
】

事
業
資
金
借
入
れ
に
対
す
る
保
証
料
の
補

給
金
助
成
に
つ
い
て

陳
情
第
２
号
【
採
択
】

事
業
資
金
借
入
れ
に
対
す
る
利
子
の
補
給

金
助
成
に
つ
い
て

堀田アサ子さん

教育委員に任命された
森川暎子さん

宮本綾子さん岡本キヨコさん

　

９
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
22
年
第
３
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
５
件
、同
意
１
件
、

認
定
１
件
、
議
案
８
件
、
発
議
１
件
、
陳
情

２
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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ま
ち
の
話
題

脳
の
元
気
度
チ
�
�
ク
＆
認
知
症
サ
ポ
�
タ
�
講
座

　

８
月
31
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
脳
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク

＆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
予
想
を
上
回
る
１
０
０
名
あ
ま
り
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
認
知
症
の
予
防
、

早
期
発
見
の
た
め
の
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム
や

記
憶
力
テ
ス
ト
に
わ
き
あ
い
あ
い
と
取
り

組
ま
れ
、
ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
」
に
真
剣
に
聞
き
入
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
：
地
域
で
困

っ
て
い
る
認
知
症
の
方
を
手
助
け
す
る
人

で
す
。

ま
ち
の
話
題

﹁
平
山
郁
夫
展
﹂
開
催
中

　

９
月
４
日
、
和
木
美
術
館
で
平
山
郁
夫

展
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
館
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、
古
木
町
長
は
「
平
山
先
生
を
偲
び
、

素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
文
化
意
識
の
高
い
皆
さ
ま
と
共
感
で

き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義
あ
る
作
品
展

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
古
木
町
長
、

河
村
教
育
長
、
平
山
助
成
館
長
、
海
井
朗

弘
文
化
協
会
副
会
長
の
４
名
に
よ
り
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
出
席
者
・
来
場
者

一
同
が
拍
手
で
平
山
郁
夫
展
の
開
始
を
祝

い
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
来
場
者
が
続
々

と
入
場
し
、
平
山
助
成
館
長
の
解
説
を
聞

き
な
が
ら
、
館
内
に
展
示
さ
れ
た
約
60
点

の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
の
講
師
に

な
る
た
め
の
研
修
で
す
。
認
知
症
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
和

木
町
職
員
と
一
緒
に
講
師
と
し
て
活
躍
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
　

時
▼
12
月
９
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　

所
▼
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

　
　
　
　

（
山
口
市
秋
穂
二
島
１
０
６
２
）

募
集
人
員
▼
先
着
５
名
程
度

申
込
方
法
▼
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
料
▼
無
料

※
送
迎
は
和
木
町
職
員
が
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
52
ー
２
１
９
６
）

平山助成館長の解説を聞く来場者

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修

参
加
者
募
集
！

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修

参
加
者
募
集
！

　

入
館
料
は
、
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
３
０
０
円
。開
館
時
間
は
10
時
か
ら
17
時
。

期
間
中
は
無
休
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
平
山
郁
夫
展
は
10
月
11

日
ま
で
で
す
。

ま
ち
の
話
題

町
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

　

９
月
16
日
、
山
口
大
学
医
学
部
同
窓
会 

社
団
法
人
霜
仁
会
（
福
本
陽
平
会
長
）
よ

り
「
和
木
町
民
の
健
康
管
理
に
役
立
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
１
台
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

霜
仁
会
で
は
県
民
の
健
康
管
理
の
向
上

を
目
的
と
し
、
広
く
県
内
の
各
市
町
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

に
配
備
し
、
各
種
行
事
等
の
際
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古木町長にAEDを寄贈する
 繁冨霜仁会岩国支部長（左）
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99 歳代表の髙倉武さん

ま
ち
の
話
題

秋
の
恒
例
行
事
「
体
育
祭
」「
運
動
会
」
開
催

ま
ち
の
話
題

国
際
書
道
文
化
交
流
展

　

４
月
29
日
に
行
わ
れ
た
「
第
12
回
国
際

書
道
文
化
交
流
展
」
で
、
和
木
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

和
木
町
長
賞
　
　
　

藤
本
　

美
優
（
小
４
）

和
木
町
教
育
委
員
会
賞稲

本
　
　

桜
（
小
１
）

大
竹
国
際
交
流
協
会
賞村

中
　

瑠
莉
（
小
１
）

国
際
書
道
文
化
交
流
展
賞粟田
　

夏
実
（
小
３
）

吉
野
　

愛
海
（
中
１
）

ま
ち
の
話
題

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で「
敬
老
会
」開
催

　

９
月
18
日
、
文
化
会
館
で
、
町
内
在
住

の
昭
和
13
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
）
９
６
３

名
（
男
性
３
６
２
名
、
女
性
６
０
１
名
）

を
対
象
に
、「
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
古
木
町
長
は
「
多
年
に
わ
た
り

和
木
町
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

今
日
の
郷
土
の
繁
栄
の
礎
を
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
諸
先
輩
方
が
こ
う
し
て
一
同
に

会
し
、
敬
老
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
、
80
歳
、
88
歳
、
95
歳
、
99
歳

に
な
ら
れ
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を

贈
呈
、
招
待
者
を
代
表
し
、
三
分
一
サ
ツ

キ
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
谷
和
神

楽
団(

大
竹
市
栗
谷
町)

に
よ
る
神
楽
「
八

岐
大
蛇
」
が
演
じ
ら
れ
、
迫
力
あ
る
演
技

で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

わきあいあい苑敬老会

　

９
月
14
日
、
わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
、
和

木
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
地
巖
代
表
）

に
よ
る
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
舞
踊
、
民
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
童
謡
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

遊
戯
と
、
多
彩
な
内
容
で
入
所
者
の
方
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
出
演
者
全
員
が
入
所
者
の
方

を
囲
ん
で
「
あ
り
が
と
う
音
頭
」
を
披
露
し
、

敬
老
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

遊戯「恋のドンパン節」を披露

　

９
月
12
日
に
中
学
校
で
体
育
祭
、
19
日
に

小
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
前
で
初
め
て
行
う
体
育
祭
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
向
き
も
景
色
も
変
わ
り
ま
し
た

が
、
生
徒
の
力
強
い
競
技
や
演
技
、
迫
力
あ

る
応
援
合
戦
、Ｐ
Ｔ
Ａ
競
技
な
ど
、
例
年
と

違
わ
ぬ
内
容
で
、
会
場
は
絶
え
ず
興
奮
と
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

男
子
組
体
操
や
女
子
の
ダ
ン
ス
で
は
、
両

隊
が
一
致
団
結
。
息
の
合
っ
た
演
技
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

各
競
技
と
も
接
戦
で
し
た
が
、
最
後
は
赤

隊
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

小
学
校
運
動
会
は
、「
も
え
ろ
全
力
お
こ

せ
感
動
!!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
徒
競

走
、
綱
引
き
、騎
馬
戦
、組
体
操
、選
手
リ
レ

ー
と
様
々
な
競
技
・
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

赤
組
白
組
は
終
始
接
戦
。
応
援
に
も
力
が

入
り
ま
す
。
最
後
は
僅
か
３
点
差
で
赤
組
が

勝
利
。
両
組
と
も
互
い
の
健
闘
を
讃
え
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
四
重
の
塔
」
が
完
成
（
中
学
校
体
育
祭
）

力を合わせて頑張りました（小学校運動会）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今年度８０歳
になられる方 25 名 28 名

今年度８８歳
になられる方 7名 19 名

今年度９５歳
になられる方 1名 4名

今年度９９歳
になられる方 1名 2名

男性 女性
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ま
ち
の
話
題

パ
ン
づ
く
り
を
体
験

平山助成館長の解説を聞く来場者

ま
ち
の
話
題

和
木
大
学
研
修
旅
行

　

和
木
大
学
生
21
名
と
コ
ミ
セ
ン
職
員
２

名
で
、
香
月
泰
男
美
術
館
、
村
田
清
風
記

念
館
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
の
三
ヵ
所
を

見
学
し
、
青
海
島
海
上
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
秋
吉
台
経
由
で
、
そ
の
雄
大
な

眺
望
と
心
地
よ
い
秋
風
に
、
や
や
強
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
疲
れ
も
癒
さ
れ
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し

た
意
義
の
あ
る
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

和
木
大
学
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
政
治
、

経
済
、
文
化
教
養
、
娯
楽
等
の
講
義
を
行

っ
て
お
り
、
和
木
町
在
住
の
概
ね
60
歳
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
随
時
入
学
で
き

ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

　

９
月
15
日
、
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー

で
、
パ
ン
づ
く
り
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
、
参
加
し
た
５
名
は
、
２
種
類

の
パ
ン
に
挑
戦
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た

パ
ン
生
地
を
正
確
に
量
り
分
け
、
丁
寧
に
形

作
っ
て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
「
難
し
い
」
と
口
に
し
な
が
ら
も
、
ど

の
作
業
も
手
際
良
く
行
い
、
そ
の
様
子
に
先

生
も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
施
設
や
活
動
内
容
を

知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

提
言
箱
は
役
場
（
玄
関
）、文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
、

体
育
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田

分
館
、
和
木
駅
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、
ご

本
人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、投
稿
の
際
に
は
、必
ず
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿

名
等
の
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政

の
参
考
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※

広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る

方
を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

あ
け
ぼ
の
公
園
に
つ
い
て

【
ご
提
言
】

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ネ
ッ
ト
が
破
れ
て
い

て
危
な
い
の
で
、
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

　

砂
場
が
動
物
の
フ
ン
ま
み
れ
で
、
と

て
も
汚
い
。
定
期
的
に
消
毒
・
清
掃
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
　

答
】

　

あ
け
ぼ
の
公
園
だ
け
に
限
ら
ず
、
町

内
の
公
園
に
は
ご
指
摘
の
よ
う
な
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
物
も
ご
ざ
い

ま
す
。
公
園
管
理
者
と
し
ま
し
て
は
予

算
の
範
囲
内
で
計
画
的
に
修
繕
等
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
砂
場
の
消
毒
・
清
掃
に

つ
い
て
は
近
日
中
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。

駅
の
喫
煙
場
所
に
つ
い
て

【
ご
提
言
】

　

駅
に
１
ヵ
所
も
喫
煙
場
所
が
な
い
。

１
ヵ
所
く
ら
い
は
、
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

【
回
　

答
】

　

現
在
は
、
喫
煙
場
所
を
設
置
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
西
口
公
衆
ト
イ

レ
付
近
に
喫
煙
場
所
を
１
ヵ
所
設
置
し

て
い
ま
し
た
。
一
部
の
喫
煙
者
の
方
で

す
が
、
灰
皿
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

近
辺
に
投
げ
捨
て
る
行
為
が
多
々
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

苦
情
も
お
叱
り
も
受
け
、
そ
の
対
応
策

と
し
て
喫
煙
場
所
の
撤
去
と
い
う
形
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
喫

煙
者
の
方
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
事
情
を
ご
理
解
の
上
、
携
帯

灰
皿
を
携
行
す
る
等
の
対
策
を
と
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら
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　８月４日から19日にかけて和木中
学校の生徒代表20名がオーストラリ
ア・ハリントンパークで国際交流を
行いました。
　ホームステイに参加した生徒の感
想を紹介します。

が
出
会
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
優
し
く
、
と

て
も
お
も
し
ろ
く
、
ま
だ
つ
た
な
い
僕
の
英
語
を
一
生
懸

命
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
僕
が
日
本
か
ら
持
っ
て

き
た
お
土
産
も
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
て
、
大
事
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

２
週
間
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
、

食
べ
物
、
環
境
を
学
び
、
そ

し
て
人
の
あ
り
が
た
さ
を
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
役
立
て
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

は
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
た
く
さ
ん

の
事
を
学
び
、
そ
し
て
も
う
一
つ
の
家

族
が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
も
で

き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参

加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
と
違

う
文
化
で
い
い

と
こ
ろ
を
取
り

入
れ
、
充
実
し

た
生
活
を
送
っ

て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
今

度
ま
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
行

け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
と
て
も
面
白
く
、
明
る
い
人

た
ち
で
本
当
の
家
族
み
た
い
で
し
た
。

　

学
校
で
も
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
こ
ん
な
に
学
校

が
楽
し
い
と
思
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
と
て
も
楽
し
く
、
と

て
も
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
買
い
物
の
時

で
も
、
店
員
の
人
が
話
か
け
て
く
れ
た
り
、
私
た
ち
に
も
わ

か
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
会
話
を
し
て
く
れ
た
り
し
て
、
い
い

人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。

　

私
は
、
初
め
て
の
海
外
で
戸
惑
い
や
不
安
が
あ
っ
た
け
れ

ど
、
初
め
て
の
場
所
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
二
週

間
と
い
う
短
い
時
間
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
し

て
、
も
っ
と
英
語
を
話
せ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
、
い
つ
か

ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ

る
も
う
一
つ
の
家
族
に
会
い

に
行
き
た
い
で
す
。

僕

私
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
と
て
も
み
ん
な

親
切
だ
し
、
器
も
で
か
い
な
ぁ
と
実
感

し
ま
し
た
。
別
れ
の
時
は
、
本
当
に
号
泣
で

し
た
。
た
っ
た
二
週
間
と
い
え
ば
そ
う
だ
け

ど
、
そ
の
二
週
間
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
大

き
な
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
別
れ
る
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

も
泣
い
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
生
徒
達
で

も
泣
い
て
く
れ
た
り
し
て
い
て
、
本
当
に
い

い
国
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
帰
っ
て
新
大
阪
か
ら
新
幹
線
に

乗
っ
て
帰
っ
た
の
で
す
が
、
ど
れ
だ
け
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
空
や
海
や
街
が
美
し
か
っ
た

の
か
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
行
く
前
に
立
て
た
目
標
は
た
く

さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
は
そ
の
目
標
が
だ

い
ぶ
達
成
で
き
た
の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

オ

私
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８
月
22
日
、
銃
剣
道
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
で
は
、
冷
た
い
〝
そ
う
め
ん
〞
と
笑
顔

で
来
場
さ
れ
た
方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

○
お
も
て
な
し
の
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
る
ま
で

　

お
も
て
な
し
と
い
っ
て
も
、
和
木
町
に
は

こ
れ
ぞ
と
い
う
特
産
品
が
な
い
の
で
、
そ
う

め
ん
に
決
定
す
る
ま
で
は
気
持
ち
が
あ
せ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
衛
生
上
か
ら
、
そ
の
場

で
作
っ
て
お
出
し
す
る
も
の
と
言
え
ば
温
か

い
食
べ
物
し
か
思
い
つ
か
ず
、
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
た
末
、
冷
た
く
て
の
ど
越
し
の
良
い

そ
う
め
ん
で
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

○
心
配
は
食
中
毒

　

そ
こ
か
ら
、
器
の
大
き
さ
や
一
人
分
の
分

量
を
ど
の
く
ら
い
に
す
る
か
な
ど
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
一
番
気
を
使
っ
た

の
は
、
食
中
毒

で
し
た
。
色
鮮

や
か
な
卵
や
か

ま
ぼ
こ
な
ど
の

食
材
は
、
傷
み

が
早
い
た
め
使

え
ず
少
し
残
念

で
し
た
。

　

ま
た
、
使
う

食
器
や
道
具

は
、
大
会
前
に

全
て
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を
行
い
、
当
日
も
手
洗
い
、
手
袋
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
し
ょ
う
か
、
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

○
お
も
て
な
し

　

と
て
も
暑
い
日
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ま

か
ら
冷
た
い
そ
う
め
ん
が
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
中
に
は
、
何
回
も
お
か
わ
り
を
し

て
く
だ
さ
る
方
も
お
り
、
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
色
ん
な
方
と

お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、「
来
年
も
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
」、「き
っ
と
来
ま
す
よ
」
等
、

お
会
い
す
る
約
束
を
し
て
お
別
れ
す
る
な

ど
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

○
最
後
に

　

た
く
さ
ん

の
人
の
笑
顔

に
会
え
て
楽

し
い
一
日
で

し
た
。リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
に

参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い

て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
来
年

は
、
全
国
か
ら
選
手
・
監
督
、
役
員
の
方
々

が
来
町
さ
れ
ま
す
。
今
年
以
上
の
お
も
て
な

し
を
目
指
し
て
、
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
婦
人
会
員
は
元
気
と
笑
顔
を
心

が
け
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
採
点
は
い
か
が

で
し
た
か
？



①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に
　住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②町営住宅に住まわれている方
和木町が行いますので、申請等の手続きは必要ありません。
設置の期間につきましては、平成22年10月初旬～12月末頃を予定としています。

③平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

　「消防法」及び「岩国地区火災予防条例」により「住宅用火災警報器」の設置が義務化
されています。住宅用火災警報器はあなたと家族の命を守るためのものです。
　ぜひ、この機会を利用して設置しましょう。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をしてくだ
さい。
申請の期限：平成２２年１２月末まで　
※ただし、火災警報器の数に限りがあるため、無くなり次第、申請を打ち切ります。

事業の対象となる方

平成23年5月31日までに全ての住宅への設置が義務付け

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

住宅用火災警報器の設置は法律で義務化されています

申請が必要です

引換券をお持ちの方へ重要なお知らせ

　申請後、「引換券」がお手元に届いた方は、同封してある業者一覧表の

「業者さん」に必ず電話連絡をしてください。

　業者さんに電話連絡をしないと火災警報器は取り付けられません。
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、町の財政状況を判断する指標を算定し、
議会に報告し、かつ公表しなければならないとされています。
　これは、町財政の実態を公表する制度を設けることにより、早期に財政の健全化を図ることを
目的としています。

■健全化判断比率■
　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比
率の４つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば
財政健全化計画の作成が必要となり、更に、「財政再生基準」（赤信号）を超えると財政再生団体
になります。
　和木町では、平成２１年度においては、下表のとおり４つの比率とも早期健全化基準を下回る
数値となっています。

①実質赤字比率………一般会計等の赤字額の標準財政規模に対する割合
②連結実質赤字比率…全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率……一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…………その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

■資金不足比率■         
　資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全化基準を超えれば経営健全
化計画の作成が必要となります。
　和木町においては、下表のとおり簡易水道、下水道会計ともに資金不足なしとなっています。

　

　資金不足比率・・・・公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（平成21年度決算に係る健全化判断比率・資金不足比率の公表）

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「-」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

指　標　名

会　計　名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

13.7

69.0

15.00

20.00

25.0

350.0

20.00

40.00

35.0

－

－

20.00

20.00

和木町

和木町 経営健全化基準

早期健全化基準 財政再生基準
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わき愛あいフェスティバル

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ　

や
き
も
の
教
室

社会教育広報通算391号

　

８
月
30
日
、
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
の
や
き
も
の
教
室
で

蜂
ヶ
峯
に
て
粘
土
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
陶
芸
家
、宮
本
健
吾
先
生
か
ら
、ま
ず
粘
土
（
層
）

の
こ
と
や
赤
土
を
掘
る
作
業
に
つ
い
て
、
次
に
粘
土
の
作

り
方
等
の
話
を
聞
い
た
後
、
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
手
に
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
、

蜂
ヶ
峯
か
ら
た
く
さ
ん
の
赤
土
を
掘
り
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
宮
本
先
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
市
販
の
粘
土
に
自
分
た
ち
で
集
め
た
ふ
る
さ
と

の
土
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
情
を
育

て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
11
日
に
は
、
蜂
ヶ
峯
の
土
の
入
っ
た
粘
土

を
使
っ
て
や
き
も
の
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
民
生
児
童
委
員
（
吉
國

芳
夫
会
長
）
の
皆
さ
ん
と
町
子
連
（
吉

田
浅
美
会
長
）
の
児
童
・
保
護
者
の
約

40
名
が
朝
の
涼
し
い
時
間
帯
に
、
１
時

間
程
度
か
け
て
わ
き
あ
い
あ
い
苑
の
中

庭
花
壇
及
び
周
辺
の
草
抜
き
作
業
に
真

剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
小
学
校
の
学
習
会
と
日
程

が
重
な
っ
た
た
め
、
例
年
と
比
べ
て
参

加
者
が
少
な
め
で
し
た
が
、
参
加
者
全

員
で
汗
を
流
し
、
作
業
を
通
じ
て
奉
仕

の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
民

生
児
童
委
員
の
方
々
と
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ　

や
き
も
の
教
室

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ　

や
き
も
の
教
室

〜
ふ
る
さ
と
の
土
を
作
品
に
〜

児
童
・
民
生
委
員
と
町
子
連
の
共
同
奉
仕
作
業

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　ふるさとのイベントに参加し、ボランティア
活動をとおして地域に貢献してくれる小学生を
募集しています。
日　　時　１０月３１日（日）
場　　所　和木中学校及びその周辺
対　　象　和木小学校６年生
活動内容　子ども会の模擬店
　　　　　会場の清掃　等
活動期日　１０月３１日（日）
　　　　　フェスティバル当日
活動時間　８時３０分～１５時３０分まで（一

日をとおして活動できることが望ま
しいです。）

申込方法　学校を通じて配布する申込書に必要
事項を記入し（保護者の承諾、捺印
が必要）教育委員会へ提出してくだ
さい。

締 切 り　１０月８日（金）
問 合 せ　わき愛あいフェスティバル実行委員会

（☎５３－３１２３）

赤土を掘り出す子どもたち

やきものの制作

奉仕作業中

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

わき愛あいフェスティバルわき愛あいフェスティバル
～ 小学校６年生ボランティア募集 ～
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10月の休館日

3
10
17
24
31

5
12
19
26

6
13
20

7
14

1
8
15
22

2
9
16
23

4
11

25
18

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

28 29 3027
21

日　時　10月16日（土）
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　『ゆびとま』
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館（☎54－0222）

＜CD＞
☆僕の見ている風景 /嵐
☆BPM/ 堂本光一
☆HOLIDAYS　IN　THE　SUN/YUI
☆NIU/ 持田香織
☆上京物語 /新撰組リアン
☆wildflower＆cover　songs/Superfly
☆LIFE/ アンジェラ　アキ
☆“B”ORDERLESS/ 氷室京介
☆inside-WORKS　BEST　TV-/m-flo

＜一般書＞
『暗殺者の森』
『エウスカディ　上・下』
『通りゃんせ』
『抱影』
『狐舟』
『Kiss』

『妻の超然』
『優しいおとな』
『烈日』
『カウントダウン』

＜児童書・絵本＞

『ねこやのみいちゃん』

『世界がぼくらをまっている！』

『だいじょうぶ 3組』

『とげとげ』

『おにいちゃんは　アニマン』

『せいぎのみかた』

『もりのくまとテディベア』

『獣の奏者　外伝　刹那』

『11をさがして』

『にょきにょきのき』

逢坂剛著
馳星周著

宇江佐真理著
北方謙三著
渡辺淳一著
小池真理子著

絲山秋子著
桐野夏生著
今野敏著
佐々木譲著

竹下文子作  田中六大絵

工藤有為子著  あべ弘士絵

乙武洋匡著

内田麟太郎文  佐藤茉莉子絵

あきやまただし作・絵

宮西達也作・絵

谷川俊太郎作  和田誠絵

上橋菜穂子著

パトリシア・ライリー・ギフ作  佐竹美保絵  岡本さゆり訳

斉藤洋作  高畠純絵

テレビを消して
　さぁ、みんなで本を読もうかね！

読書感想画コンクール

　ご自宅に眠っている本をリサイクルし
ませんか？
　11月21日の図書館まつりにて古本バ
ザーを開催します。
　11月19日までに図書館までお持ちくだ
さい。
　ご協力をよろしくお願いいたします。

10/27～11/9は読書週間

～親子読書推進中～
締切間近になりました。たくさんのご応募をお待ちしています。
締　切　10月10日（日）まで

古本提供のお願い
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ピ
ン
ク
、レ
ッ
ド
、イ
エ
ロ
ー
、オ
レ
ン
ジ
、

ホ
ワ
イ
ト
、
パ
ー
プ
ル
・
・
・
。
さ
て
、
色

の
名
前
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

共
通
す
る
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

正
解
は
「
リ
ボ
ン
」
で
す
。
エ
イ
ズ
に
対

す
る
理
解
と
支
援
を
表
す
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
、

子
ど
も
虐
待
防
止
を
よ
び
か
け
る
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
、
女
性
へ
の
暴
力
防
止
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
な
ど
、
色
が

違
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
か
も
違
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
色
で
も
、

違
う
活
動
を
意
味
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

こ
の
中
で
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
や
街
頭
で
目
に
し
た
り
耳
に
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
口
県
で

は
10
月
を「
や
ま
ぐ
ち
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
」

と
し
て
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て
知
識
の

普
及
や
検
診
受
診
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。
和
木
町
で
は
子
宮
が
ん
検
診
と
乳
が
ん

検
診
と
い
う
２
つ
の
女
性
の
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
子
宮
が
ん
検

診
は
20
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
毎
年
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
で
集
団
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
日
程
は
既
に
終
了
し
て
い
る

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
来
年
度
の
検
診
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
は
40

歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
町
が
委
託
し
て
い

る
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
個
別
検
診
で

す
。
ご
希
望
の
方
で
ま
だ
申
込
み
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
受
診
券
の
発
行
が
可
能
で
す

の
で
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
７
２
９

０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

検
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、

高
い
確
率
で
治
癒
が
期
待
で
き
ま
す
。
検
診

を
受
け
た
方
も
、
家
族

や
友
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー

に
検
診
受
診
を
勧
め
る

一
声
を
お
願
い
し
ま

す
。

女
性
の
が
ん
検
診
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　町内の満６５歳以上の方を対象に、季節性に新
型を含む新型インフルエンザ予防接種を実施しま
す。
実施期間　１０月１日（金）～２月２８日（月）
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、
事前に保健相談センターにお問合せください。
対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希

望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓ま
たは呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程
度の障害のある人、またはヒト免疫不全ウイル
スにより免疫の機能に日常生活が不可能な程度
の障害のある人は接種できます。
自己負担額　１，０５０円
※自己負担免除の対象者及び必要な証明書【証明
書発行窓口】
①生活保護世帯・・生活保護証明書【保健福祉課】
②町民税非課税世帯・・同一世帯全員分の平成２
２年度非課税証明書【税務課】
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と
高校３年生を対象に、季節性に新型を含む新型イ
ンフルエンザ予防接種の費用を助成します。
接種期間　１０月１日（金）～２月２８日（月）
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校

３年生の希望者
助成回数　１人１回まで
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書

に必要事項を記入し、接種券の交付を受け
てください。申請時、印かんが必要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

新型インフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

新型インフルエンザ予防接種のお知らせ

玉ねぎのケチャップ炒め（材料４人分）
玉ねぎ……………………160g
ピーマン……………………80g
ツナ缶………………………60g
バター………………………8g
コンソメ…………………1/2個
トマトケチャップ……大さじ2
スライスチーズ……………1枚

●作り方
①下準備
　玉ねぎ・ピーマン…細切りにする。
②炒める
テフロン加工のフライパンにバターを熱し、①を中火で
しんなりするまで炒める。
ツナとコンソメ・トマトケチャップを加えて味付けする。
スライスチーズをちぎり入れ、溶けてなじんだら出来
上がり。

（１人分エネルギー６４キロカロリー）
　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送していま
す。ご覧ください。

家にある材料で、簡単に作れます。
（和木町食生活改善推進協議会　２班）



幼児食教室幼児食教室幼児食教室元気アップ教室元気アップ教室

　★は申込みが必要です。

（10月16日～11月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

1歳６ヵ月児健診
３歳児健診
プレイルーム

すくすく計測・相談会
健康相談

幼児食教室★
妊婦さんのつどい★
プレイルーム

元気アップ教室★
プレイルーム

献血

健康相談
プレイルーム

平成２１年３月～４月生まれ
平成１９年９月～１０月生まれ
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
幼児とその保護者の方
妊婦とその家族

乳幼児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

12：45～13：00

10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～13：00
9：30～13：00
9：30～12：00
10：00～15：00
9：30～11：30
10：00～15：00
10：00～12：00
13：00～15：30
 9：30～10：30
10：00～15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター
保健相談センター

10月20日㈬

21日㈭

22日㈮

27日㈬
28日㈭
29日㈮

11月 4 日㈭

5日㈮

11日㈭

　子育て中の方同士で、おしゃべりしながら、
お子さまランチをつくってみませんか？
日　　時　10 月 22 日㈮　９時 30 分～13 時
場　　所　保健相談センター
内　　容　食事についてのお話・情報交換
　調理実習　～ヘルシー☆お子さまランチ～
対 象 者　おおむね２～３歳児とその保護者
食材料費　５００円程度
持ってくる物　母子健康手帳・エプロン・
　　　　　　　手拭タオル・ふきん
※お子さんが使い慣れているスプーンや箸、エ
プロン等があれば、ご準備ください。
申 込 み　保健相談センター（☎５２－７２９０）

まで、ご連絡ください。
◆10 月 15 日が申込期限ですが、それまでに 10
組の申込みがあった場合は、締め切らせてい
ただきます。
◆食物アレルギー等がある場合は、申込みの際
にお申し付けください。

元気アップ教室

２００ｍｌ・４００ｍｌ献血のお知らせ

①ピラティス
日　時　10 月 29 日㈮　９時 30 分～11 時 30 分
内　容　『からだの深部を動かそう』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・バスタオル・お茶
申込み　10 月 22 日㈮まで
会場および問合せ先は

保健相談センター（☎５２－７２９０）

　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。多くの皆さま
のご協力をお待ちしています。
日　時　11 月 10 日㈬
　　　　10 時～12 時
　　　　13 時～15 時 30 分
場　所　保健相談センター
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

日本脳炎（1期）予防接種のお知らせ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　平成１７年５月３０日から積極的勧奨が差し控えられていた間に、日本脳炎予防接種１期の接種機会を逃した方
は９歳以上１３歳未満の間に１期として接種することが可能となる特例措置が行われています。母子健康手帳の予
防接種の記録を確認し、希望される方は接種が可能です。予診票をお持ちでない方は、保健相談センターでお渡し
します。

種　類

日本脳炎

対　象　年　齢
１期初回：生後６～９０ヵ月未満
１期追加：生後６～９０ヵ月未満
（１期初回終了後、概ね１年おく）
２期：９歳以上１３歳未満

標準的な接種年齢
３歳
４歳

小学４年生

回　　　数
６～２８日間隔で２回

１回

１回
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

標準的な接種スケジュール

12



　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
10
月
18
日
㈪
か
ら
24
日

㈰
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
、
各
種

行
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
期
間
中
に
、
行

政
相
談
員
の
松
本
和
孝
さ
ん
が
行
政
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
　

時
▼
10
月
21
日
㈭

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
　

所
▼
町
民
相
談
室

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、「
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
」、「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所
で
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

電
話
、
手
紙
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
い
ず
れ
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
行
政
評
価
事
務
所

〒
７
５
３
ー
０
０
８
８

山
口
市
中
河
原
町
６
ー
16

（
☎
０
５
７
０
ー
０
９
０
１
１
０
）

（
　

０
８
３
ー
９
２
２
ー
１
５
９
３
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/hyouka/
gyousei-form

.htm
l

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日
　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

　
　
　
　

幼
児
を
も
つ
保
護
者

日
　

時
▼
10
月
８
日
㈮
　

14
時
〜
17
時

場
　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

精
神
保
健
相
談

児
童
虐
待
防
止
相
談

法
務
局
無
料
人
権
相
談

心
配
ご
と
相
談

13

平
成
23
年
版
山
口
県
民
手
帳

を
発
行
し
ま
す

子
ど
も
の
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
へ

　

子
ど
も
に
対
す
る
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待

な
ど
で
、
困
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
法
務
局

職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局
（
人

権
相
談
所
）

受
付
時
間
▼

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
平
日
の
み
）

相
談
電
話
番
号
▼
43
ー
１
１
２
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
法
務
省
の
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.m
oj.go.jp/JIN

K
E
N
/

jinken113.htm
l

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

〒
７
４
１
ー
０
０
６
１

岩
国
市
錦
見
１
丁
目
16
ー
35

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

岩
国
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

　

全
国
的
に
児
童
虐
待
件
数
は
増
加
し
て
お

り
、
県
内
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会

全
体
で
虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
に
早
期

発
見
、
早
期
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
回
り
で
、
子
ど
も
が
長
時
間
泣

い
て
い
た
り
、
夜
一
人
で
外
に
出
さ
れ
て
い

た
り
、
体
や
服
が
汚
れ
て
い
て
「
も
し
か
し

て
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
場
合
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
お
近
く
の
児
童
相
談
所
か

町
の
担
当
窓
口
へ
お
電
話
を
お
願
い
し
ま

す
。
間
違
っ
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
の

連
絡
は
子
ど
も
を
守
り
、
ひ
い
て
は
親
を
救

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
７
２
９
０
）

　

こ
の
手
帳
に
は
、
日
記
帳
、
観
光
ガ
イ
ド
、

ま
た
統
計
資
料
編
を
設
け
、山
口
県
の
人
口
・

産
業
・
社
会
・
文
化
な
ど
各
分
野
の
基
本
的

な
統
計
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

持
ち
歩
け
る
情
報
源
と
し
て
、
執
務
や
学

習
及
び
ご
家
庭
用
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

発
　

行
▼
11
月
中
旬

サ
イ
ズ
▼
縦
14
㎝
×
横
８
㎝

表
　

紙
▼
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
製
（
紺
色
）

主
な
内
容
▼
山
口
県
行
政
区
画
図
、七
曜
表
、

略
暦
表
、
満
年
齢
早
見
表
、
日

記
帳
、
統
計
資
料
編
、
名
簿
編
、

生
活
編
、
山
口
県
観
光
図
、
ア

ド
レ
ス
帳
（
別
冊
）

販
売
価
格
▼
５
０
０
円
（
税
込
）

申
込
先
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）



交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
保
健
福
祉
課
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

本
来
は
加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
す
る
も

の
（
自
賠
責
保
険
な
ど
）
で
す
の
で
、
国
民

健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
替
払
い
を
し
、
後

日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。
　

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
わ
れ
た
と
き
は
、
必

ず
保
健
福
祉
課
に
連
絡
し
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
給
付

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
保
健
福
祉
課
に
ご

連
絡
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
▼

○
被
保
険
者
証

○
印
か
ん

○
交
通
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
の
も
の
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

入
院
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
る
場
合

・
「
限
度
額
適
用
（
・
標
準
負
担
額
減
額
）

認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

・
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
に

つ
い
て
は
高
額
療
養
費
の
適
用
区
分
に
応

じ
た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で

す
み
ま
す
。

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代

（
食
事
療
養
費
）
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
70
歳
以
上
で
課
税
世
帯
の
方
は
、
高
齢
受

給
者
証
の
提
示
で
、
限
度
額
ま
で
の
負
担

で
す
む
た
め
、
認
定
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代
の
軽
減

が
あ
り
ま
す
。
）

　

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
医
療
機
関
に
入

院
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保
健
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
世
帯
の
方
へ
は
、
お
渡
し
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
、
満

額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の

免
除
期
間
等
が
、
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
用
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の
方

も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
　

福
祉
・
医
療
係

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る

未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
、
県
下
全
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
共
済
制

度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・

入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対
し

て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・

銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
い
金
も
給
付
し
ま

す
。

　

１
ヵ
月
の
掛
金
は
、
１
型
４
５
０
円
、
２

型
９
０
０
円
、３
型
１
，５
０
０
円
、４
型
２
，

０
０
０
円
、
高
齢
者
型
４
５
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
型
か
ら
４
型
に
加
入

さ
れ
た
方
、
配
偶
者
及
び
お
子
さ
ま
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
型
（
５
０
０
円
／
月
）
に
加
入
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
税
法
上
は
損

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま

す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

　

左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
各
自
治
会
の
指
示
に
従
っ

て
い
た
だ
き
、
事
故
等
に
は
十
分
に
ご
注
意

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
▼
10
月
17
日
㈰
　

８
時
〜

場
　

所
▼
町
内
全
域
（
お
住
ま
い
の
地
域
）

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
23
日
㈯
に
延
期

【
注
意
】

○
家
庭
の
ご
み
（
剪
定
ご
み
な
ど
）
を
出
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に

あ
る
程
度
ま
と
め
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く

だ
さ
い
。

○
交
差
点
な
ど
回
収
車
が
停
車
で
き
な
い
場

所
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

開
催
日
▼
11
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

開
催
場
所
▼
各
市
町
村
朝
市
会
場
（
山
口
、

広
島
の
県
境
付
近
の
市
町
村
）

実
施
内
容
▼
野
菜
・
特
産
品
の
販
売
、
体
験

交
流
、
バ
ザ
ー
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
等

※
６
日
㈯
は
、
和
木
駅
も
会
場
と
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
団
体
に
よ
る
新
鮮
な
野
菜
等
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
す
。（
９
時
〜
売
切
れ
ま
で
）

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

ご

存

知

で

す

か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
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国
保
世
帯
の
方
へ

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

町
内
一
斉
清
掃

ル
ー
ラ
ル
県
境
フ
ェ
ス
タ



　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７
　

内
線
４
１
４
）

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
▼

■
甲
種
　

11
月
11
日
㈭
、
12
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
乙
種
　

11
月
11
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定
　

員
▼
80
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
４
，
０
０
０
円

募
集
期
間
▼
10
月
12
日
㈫
〜
22
日
㈮

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た

は
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

防
火
管
理
講
習
会

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

山
口
自
死
遺
族
の
集
い「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

伊
藤
喜
之
講
演
会

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
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ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー

手
づ
く
り
パ
ン
販
売

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

　

大
切
な
方
を
自
殺
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

が
、
自
身
の
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語
り

合
い
わ
か
ち
あ
う
場
で
す
。

日
　

時
▼
第
３
土
曜
日
（
８
・
12
月
を
除
く
）

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場
　

所
▼
防
府
総
合
庁
舎

　
　
　
　

（
防
府
市
駅
南
町
13
ー
40
）

参
加
費
▼
無
料
（
茶
菓
子
代
と
し
て
２
０
０

円
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。）

問
合
せ
▼
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
５
ー
27
ー
３
４
８
０
）

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

１
　

等
　

１
億
５
，
０
０
０
万
円
×
13
本

前
後
賞
　

５
，
０
０
０
万
円

２
　

等
　

１
，
０
０
０
万
円
×
１
３
０
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、高
齢
化
対
策
、

な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

発
売
期
間
▼
10
月
19
日
㈫
ま
で

抽
選
日
▼
10
月
26
日
㈫

日
　

時
▼
10
月
13
日
㈬
　

15
時
〜

場
　

所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

担
当
：
松
村
（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

「
バ
カ
で
も
年
収
１
０
０
０
万
円
」

〜
成
功
の
糸
は
毎
週
木
曜
日
に
降
り
て
く
る
〜

　

学
力
ゼ
ロ
、
偏
差
値
は
20
台
の
彼
が
、
た

っ
た
３
年
で
平
社
員
か
ら
取
締
役
に
昇
進
。

年
収
も
２
０
０
万
円
か
ら
１
０
０
０
万
円

に
。
そ
の
た
め
の
６
大
奥
義
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
　

時
▼
10
月
26
日
㈫

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時

場
　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階
集
会
室

参
加
料
▼
無
料

主
　

催
▼
和
木
町
商
工
会
・
和
木
町
商
工
会

青
年
部

申
込
み
・
問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会

（
☎
53
ー
２
０
６
６
）

世
代
を
超
え
て
み
ん
な
で
創
る
明
る
い
未
来

日
　

時
▼
10
月
30
日
㈯
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

入
場
料
▼
無
料

内
　

容
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
式
典
・
バ
ザ

ー
・
手
づ
く
り
体
験
・
団
体
等
の
活
動
紹
介

●
講
演
会

時
　

間
▼
13
時
30
分
〜
15
時

講
　

師
▼
川
野
太
郎
さ
ん

　
　
　
　

（
俳
優
・
山
口
ふ
る
さ
と
大
使
）

演
　

題
▼
働
く
母
の
背
中
を
見
て
育
つ

申
込
み
・
問
合
せ
▼
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
２
６
３
０
）



ふるさと納税のお知らせ
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ふるさと納税のお知らせ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　徒歩、自転車、バイク、電車やバスで通勤してみま
せんか？車の相乗りもＯＫです。
　通勤方法を見直してエコライフに取り組んでみまし
ょう！

１０月１５日㈮は
県内一斉ノーマイカーデー

１０月１５日㈮は
県内一斉ノーマイカーデー

野焼きは原則禁止です。
　野焼きとは、適法な焼却施設を使用しないで廃棄物
を焼却する行為を指します。ドラム缶燃焼、ブロック
積燃焼、穴を掘っての燃焼は野焼きと同じです。

　下記のような焼却禁止の例外はありますが、近隣に
お住まいの方に迷惑をかけるような野焼きは行わない
でください。

【例　外】
・農業者が行う稲わらや野菜くず等の焼却や林業者が
行う伐採した枝木の焼却
・たき火その他日常生活を営むうえで通常行われる焼
却であって、軽微なもの
　なお、風呂焚き、炭焼き窯、
薪ストーブは認められています
が、ビニールなどのごみを燃や
すことは禁止されています。

野焼きについて野焼きについて

　９月から 11 月にかけて、「自動車利用に関するアン
ケート調査」（自動車起終点調査）を行います。
　この「自動車利用に関するアンケート調査」は、車
の一日の動きについて、どこからどこへ、どういう目
的で移動したかなどを調査するもので、現在の交通実
態を把握し、住み良いまちづくりや将来の道路交通計
画の基礎資料とするものです。
　調査は、山口県内から無作為に選び出された約２０，
０００世帯を調査員が訪問し、調査票を配布して記入
方法などを説明いたします。
　また、記入していただいた調査票
は、後日、調査員が回収に伺います。
　本調査の趣旨をご理解いただき、
ご協力をよろしくお願いいたしま
す。
※当調査における調査員は、国土交通省山口河川国道
事務所が発行した身分証明書を携帯しています。
実施主体　国土交通省　山口河川国道事務所
問 合 せ　山口起終点調査サポートセンター

（☎０１２０－３５－００５４）

　ふるさと納税とは、自分が生まれ育った「ふるさと」
や、関わりが深い地域を応援したいという気持ちを寄
附という形にするしくみです。和木町にご両親や大切
な方がいらっしゃる皆さんへ、また、和木町の町並み
や文化をこよなく愛する皆さんへ、ぜひ伝えていただ
きたいと思います。
　和木町などの自治体に寄附した場合、寄附をした金
額に応じて、所得税と住民税の控除が受けられます。
なお、税額控除を受けるためには、確定申告が必要と
なります。

問合せ　税務課（☎５２－２１９３）

自動車利用に関する
アンケート調査
自動車利用に関する
アンケート調査

ご協力を
お願い
します

波
せ
ん

和木駅交流プラザ及び和木駅駐輪場
管理業務指定管理者募集

　11月 1日（月）より、和木町役場出張所の営業時間を
９時から１６時とさせていただきます。
　上記時間外の町税（料）の取り扱いは今までどおり
です。（県税等の取り扱いはできません。）
　皆さまには、大変ご迷惑をお掛けいたしますが何卒
よろしくお願いいたします。

山口東農業協同組合和木支所からのお知らせ

コミセンのお風呂の
利用時間について

和木駅交流プラザ及び和木駅駐輪場
管理業務指定管理者募集

コミセンのお風呂の
利用時間について

　最近、利用者が１日平均３名以
下と少なくなっていますので、13
時～14 時 30 分を女性、14 時 30
分～16 時を男性、と利用時間を
制限させていただきますので、ご
了承ください。
問合せ　
総合コミュニティセンター

（☎５２－２１９１）

　和木駅交流プラザ及び和木駅駐輪場の指定管理者を募集します。
指定管理者の期間　平成２３年４月１日～平成２６年３月３１日（３年間）
業　務　内　容　和木駅交流プラザ及び和木駅駐輪場の管理運営
募　集　期　間　平成２２年１０月４日～平成２２年１１月２日
　詳細については、和木町ホームページに募集要項、仕様書等を掲載して
いますので参照してください。
　【問合せ】企画総務課（☎５２－２１３５）（　　５２－５３１３）
　　　　　　ホームページ　http://www.town.waki.lg.jp/



開
催
日
▼
10
月
17
日
㈰

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

主　

催
▼
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

参
加
資
格
▼
和
木
町
近
郊
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
（
18
歳
以
上
で
編
成
）

※
参
加
チ
ー
ム
数
は
、
12
チ
ー
ム
、
申
込
多

数
の
場
合
は
、
主
催
者
側
で
抽
選

参
加
料
▼
１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

申
込
期
限
▼
10
月
８
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

第
3
回
和
木
町
近
郊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
7
回
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

●
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
杯

期　

日
▼
８
月
24
日

場　

所
▼
平
田
小
学
校

結　

果
▼
優
勝

最
優
秀
選
手　

重
村
蓮
登
く
ん 

最
優
秀
投
手　

藤
本
都
和
く
ん

優
秀
選
手　
　

安
藤
大
起
く
ん

　
　
　
　
　
　

山
本
拳
士
朗
く
ん

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

結　

果
▼
第
３
位

敢
闘
賞　

石
川
魁
人
く
ん

敢
闘
賞　

津
島
芳
栄
く
ん

●
読
売
旗
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
９
月
５
日

場　

所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

期　

日
▼
８
月
20
日
〜
22
日

場　

所
▼
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校

　
　
　
　
（
鳥
取
県
）

結　

果
▼
優
勝
（
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
）　

　
　
　
　

松
江　

巧
（
和
木
町
体
育
協
会
）

期　

日
▼
９
月
５
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
準
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
サ
ッ
カ
ー
部

日　

時
▼
10
月
23
日
㈯　

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
、
30
日
㈯
に
延
期　

会　

場
▼
町
民
庭
球
場

主　

催
▼
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ク
ラ
ス
別
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
ペ
ア
１
，
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

日　

時
▼
11
月
24
日
㈬　

８
時
40
分

場　

所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
費
▼（
セ
ル
フ
）　

９
，
４
２
８
円

　
　
　
　
　
（
パ
ル
付
）
１
３
，
１
０
２
円

※
国
体
協
力
金
30
円
を
含
み
ま
す
。

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
、
メ
ン
バ
ー

料
金
に
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
大
会
＋
忘
年
会　

４
，
０
０
０
円

　
　
　
　

大
会
の
み　
　
　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

忘
年
会
の
み　
　

２
，
０
０
０
円

※
参
加
費
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
プ
レ
ー
費

と
併
せ
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

※
忘
年
会
は
、
町
内
で
行
い
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

※
先
着
40
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

第
　
回
国
民
体
育
大
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

65
第
　
回
和
木
町
近
郊

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会

17

第
　
回
和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参

加

者

募

集

22

蜂ヶ峯クロスカントリー大会

応募できる方　中学生以上
募集人数　約２００名
内　　容　受付、コース誘導、スタート・ゴール選手整理等
日　　時　平成23年1月10日　８時～15時
申 込 み　体育センター備付の申込用紙による
申込期限　11月19日（金）
問 合 せ　体育センター（☎５２－２８１１）

17
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一般男子（高校生～３９歳）
一般女子（高校生～３９歳）  
４０歳代男子（４０歳～49歳） 
５０歳代男子（５０歳～59歳） 
６０歳以上男子    
壮年女子（４０歳以上）
一般男子（高校生～３９歳） 
一般女子（高校生～３９歳）  
４０歳代男子（４０歳～４９歳）
５０歳代男子（５０歳～５９歳）
６０歳以上男子    
壮年女子（４０歳以上）   
中学生男子
中学生女子
小学６→５年男子
小学４→３年男子
小学６・５→４・３年女子
小学２・１年男子・女子

種　　　目 距  離

10㎞

5㎞

5㎞
3㎞

2.2 ㎞

1.5 ㎞

スタート

11：05

10：30

10：30
10：40
11：45
12：05
12：30
11：20

備　　　考

制限時間　　8０分

制限時間　　5０分

個人戦のみの出場は可
団体戦は上位５名のトータル
団体戦のみの出場は不可
※小学生６～３年生は、時差
スタート
1・2年生は個人戦のみ

参加料

3,000円

1,000円

申込み・問合せ　体育センター（☎５２－２８１１）

※年齢は大会当日

蜂ヶ峯クロスカントリー大会蜂ヶ峯クロスカントリー大会第１３回

日　時　平成２３年１月１０日（成人の日）

会　場　和木ゴルフ倶楽部　蜂ヶ峯総合公園

◇開会式　　１０時
◇スタート　１０時３０分

申込期限：１１月１９日㈮



※あいあいバスも無料運行しています。

関ヶ浜・緑ヶ丘　方面特別便

大谷・瀬田　方面特別便

蜂ヶ峯・つつじヶ丘　方面特別便

無料臨時バス時刻表
　　　【１０月３１日（日）特別便】
無料臨時バス時刻表
　　　【１０月３１日（日）特別便】

前夜祭カラオケ大会前夜祭カラオケ大会

よちよち赤ちゃん
よーいどん！
よちよち赤ちゃん
よーいどん！

日　時　１０月３０日（土）
　　　　１７時～
会　場　文化会館

　よちよち歩きができるようになったお
子さんのはじめての徒競走です。皆さん
お誘い合わせのうえ、ぜひご参加くださ
い。
日　時　10月31日（日）10時～11時
場　所　中学校グラウンド内
対　象　よちよち歩きができるお子さん
その他　当日母推テント内で受付。
　　　　先着100名まで参加賞あり。
主　催　和木町母子保健推進協議会
問合せ　保健相談センター（☎52－7290）

8：10

行　　　き 帰　　　り

行　　　き 帰　　　り

行　　　き 帰　　　り

8：50 8：52 9：00 16：10 16：18 16：20

8：30 8：32 8：33 8：35 8：40 15：50 15：55 15：57 15：58 16：00

8：12 8：15 8：20 15：30 15：35 15：38 15：40

関
ヶ
浜

浄
水
場

関
ヶ
浜

浄
水
場

宗
永
寺

大　

谷

蜂
ヶ
峯

蜂
ヶ
峯

つ
つ
じ
ヶ
丘

つ
つ
じ
ヶ
丘

役
場
前

役
場
前

大　

谷

旭
ヶ
丘
入
口

旭
ヶ
丘
入
口

瀬
田
分
館

瀬
田
分
館

坂
根
入
口

坂
根
入
口

役
場
前

役
場
前

宗
永
寺

緑
ヶ
丘
住
宅

緑
ヶ
丘
住
宅

役
場
前

役
場
前

●
展
示
会

場　

所
▼
和
木
美
術
館

展
示
の
ご
案
内（
期
間
別
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

■
10
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　

・
生
花
池
坊

　

・
専
心
池
坊

　

・
華
道
草
月
流

■
10
月
21
日
㈭
〜
24
日
㈰

　

・
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　

・
あ
ざ
み
の
会

　

・
造
花
手
芸
教
室

　

24
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　

裏
千
家
抹
茶

■
10
月
28
日
㈭
〜
31
日
㈰

　

・
和
木
美
術
ク
ラ
ブ

　

・
子
ど
も
絵
画
教
室

　

・
特
別
出
展

　
　
　

絵
画　

三
分
一
貴
司

　
　
　
　
　
　

島
﨑
こ
ず
え

　
　
　
　
　
　

灘
本
美
智
子

　
　
　

陶
芸　

藤
川　

暁
子

　
　
　
　
　
　

宮
本　

健
吾

　

31
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　

専
心
小
笠
原
流
煎
茶

■
11
月
４
日
㈭
〜
７
日
㈰

　

・
機
械
編
み

　

・
和
木
の
里　

愛
石
会

■
11
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰

　

・
翠
洋
書
道

　

・
明
水
書
道

　

・
や
き
も
の
フ
レ
ン
ド

●
芸
能
祭

日　

時
▼
11
月
７
日
㈰

　
　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜　

　
　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜　

場　

所
▼
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

　

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

　

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会「
赤
と
ん
ぼ
」

　

○
民
謡
か
お
り
会

　

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

　

○
日
本
舞
踊

　

○
四
境
太
鼓

　

○
民
踊
す
み
れ
会

　

○
社
交
ダ
ン
ス
（
金
曜
会
）

　

○
関
ヶ
浜
分
館
民
踊
ひ
ま
わ
り

　

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

　

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

　

○
不
二
心
流
吟
道
会

　

○
尺
八

　

○
和
木
紅
鴉

　

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

○
和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
教
室

　

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

※各展示とも最終日（日）は 16 時までです。
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寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　10月末日が日曜日のため、今月の納期限は
11月1日（月）となります。

問合せ ▼税務課（

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

山
田　

悦
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

村
上　

邦
明
さ
ん
（
和
木
地
区
）

安
禅
寺
様　
　
　

（
和
木
地
区
）

弘
谷　

英
子
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

工
藤　

憲
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

高
倉　

光
治
さ
ん
（
和
木
地
区
）

岡
本　

京
子
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

河
村　
　

幸
さ
ん
（
岩
国
市
）

末
岡　

幹
令
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
お
祝
い
返
し

宮
本　

綾
子
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

悠
久
の
歴
史
を
秘
め
し
古
都
奈
良
に

　

万
葉
人
の
う
た
ご
こ
ろ
観
ゆ

久
々
に
友
と
訪
い
来
し
菖
蒲
池

　

小
さ
き
亀
も
水
面
に
遊
ぶ

炎
天
下
身
を
さ
ら
す
こ
と
三
日
間

　

修
行
終
え
梅
再
び
壺
に

水
し
ぶ
き
闇
に
消
え
ゆ
く
地
底
滝

　

美
川
の
廃
坑
自
然
は
息
づ
く

細
り
ゆ
く
絆
か
な
し
き
母
呼
び
つ

　

幼
ふ
た
り
の
消
え
し
命
よ

炎
天
へ
の
ぼ
り
詰
め
た
り
電
工
夫

刈
伏
せ
し
草
に
湧
き
た
る
赤
と
ん
ぼ

焼
き
あ
が
る
パ
ン
の
匂
ひ
や
涼
新
た

黒
揚
羽
つ
き
つ
は
な
れ
つ
試
歩
の
秋

老
い
て
な
ほ
願
い
ご
と
あ
り
星
祭
り

長
良
川
通
過
木
曽
川
萩
の
花

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
考
え
方
の
違
い
が
ト
ラ
ブ
ル
に

・
消
費
者
に
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

購
入
時
に
無
償
で
提
供
さ
れ
、
将
来

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
時
に
現
金

の
代
わ
り
に
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る

も
の
、
つ
ま
り
「
財
貨
」
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

・
企
業
に
は
、
消
費
者
に
無
償
で
提

供
し
て
い
る
「
お
ま
け
」
の
ひ
と

つ
。
し
た
が
っ
て
、
消
費
者
に
不
利

な
ル
ー
ル
変
更
も
企
業
側
の
判
断
で

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
法
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん

・
ポ
イ
ン
ト
発
行
企
業
が
経
営
破
た

ん
し
た
と
き
、
ポ
イ
ン
ト
が
保
護
さ

れ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

・
前
払
い
式
電
子
マ
ネ
ー
で
は
残
高

に
応
じ
た
供
託
金
の
義
務
が
あ
り
ま

す
が
、
企
業
ポ
イ
ン
ト
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
相　

談
】

　

１
年
間
有
効
の
は
ず
の
お
も
ち
ゃ

屋
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
。
使
お
う
と
し

た
ら
「
新
し
い
カ
ー
ド
に
な
っ
た
の

で
、
こ
の
カ
ー
ド
は
使
え
ま
せ
ん
」

と
回
収
さ
れ
た
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト

も
新
し
い
カ
ー
ド
に
は
引
き
継
が
れ

な
い
。
通
知
も
な
く
一
方
的
に
変
更

に
な
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

町県民税……………………………３期分

町営住宅使用料……………………10月分

国民健康保険料……………………４期分

介護保険料…………………………４期分

後期高齢者医療保険料……………４期分

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 64

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
９
月
句
会
）

森
本　

初
子

向
田
登
美
子

横
川
美
代
子

神
園　

静
美

藤
上　

紀
子

もう
使えないの？

POINT CARD

ポイントカー
ド

POINT CARD

21



ダンボール

◆燃えるごみ
　岩国市玖珂町にある周陽環境整備センターで焼却処理を行っています。焼却の際に発生した熱は、
温水プール（グリーンオアシス）で利用され、焼却灰は、周南市にある山口エコテック（株）に運ばれ、
コンクリートの材料としてリサイクルされています。

◆プラスチック類
　岩国市平田町にある岩国市リサイクルプラザで圧縮梱包を行って、容器包装リサイクル協会と
岩国市が契約を締結し、専門の指定業者でリサイクルされています。

※10月は、「循環型社会形成推進月間」です！

生ごみ減量機器名

ダンボールコンポスト
初期用
　（温度計、防虫ネット付き）

通常用

８００円

５００円

仕　　　　様 １台当たりの斡旋価格

※出力１kwあたり３万５千円（上限４kw、１千円未満切り捨て）
※本補助金の詳しい内容については、和木町のホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）で
ご確認ください。

◆家庭用太陽光発電システム設置費補助金申し込み受付中！！

※販売対象者は、町内在住の方に限り、１世帯につき年間４台までとします。

１．役場で、安価なダンボールコンポストのセットを購入します。
２．雨がかからず、風通しの良い場所に置きます。（底面の通気性も確保しましょう）
３．生ごみの水をよく切って、投入します。（１日の投入量は、約１kgまで）
４．生ごみが基材と混ざるように、しっかりかき混ぜます。
５．ふたを閉めて、虫よけカバーをかぶせます。
６．３～５を繰り返します。（毎日、約３ヵ月間、使用できます。）
７．混ぜにくくなったら、投入をやめて、約１ヵ月熟成させます。
８．有機肥料の出来上がりです。花壇などで使用しましょう。

なお、役場住民サービス課窓口で、下表のとおり、販売を行っています。

～ 安価でできる生ごみの堆肥化 ～
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平成22年9月1日現在
総人口　6,646人

世帯数　2,760世帯

和木町の面積　10.56km

（－12） 男　3,314人
（－7）

女　3,332人
（－5）

（－1）

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
 5－ 9
 0－ 4

0
3

16
45

81
123

159
165

255
250

252
226
231
220
206

181
190

169

190
159

193

5
15

63
100

131
193

175
211
229

209

244
199

179
149
144
159

182
178

199
170

198

国勢調査
国勢調査は，日本の未来，

　　地域のまちづくりのための

　　　　基礎資料になります！

●国勢調査は，日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は，我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の

国勢調査で，日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯

の実態を明らかにする重要な調査です。

●調査結果は，さまざまな法令で使われるほか，社会福祉，雇用対策，生活環境

の整備など，私たちの暮らしのために役立てられます。

10月1日から調査票の回収を行っています
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